
◆ 日　　程　　１．開　　会

　　　　　　　　　　事務局報告（出欠報告）

　　　　　　　　　　松本隆英　教務所長挨拶

　　　　　　　　　　吉田信哉　組長会長挨拶

　　　　　　　　　　配布資料確認

　　　　　　　 ２．協　　議

　　　　　　　 ３．閉　　式

2025年3月3日(月) 午後2時00分

本願寺神戸別院　3階会議室

組長ブロック長会

◆ 期　　日

◆ 会　　場

2024年度

（第2回）

兵　 庫 　教 　区



◆協議・報告内容

１．庶務関係

　　①兵庫教区組長会運営について

　　　　期　日　　3月27日（木）14：00～

　　　　会　場　　本願寺神戸別院　1階 研修ホール

　　　　その他　　組長会終了後、組同朋講座合同研修会開催

　　　　　　　　　※組内参加者は組長取りまとめ報告

　　②第185回定期教区会について

　　　3月24日（月）14:00より開催した定期教区会にて、次年度の予算を

　　　議案として提出を予定している。

　　　組長会資料に併せて連絡サイトへ投稿を予定。

２．「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）関係

・・・資料別紙
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３．令和大修復改修工事説明会日程について

　　3月中旬頃までに趣意書が全寺院へ届く予定であり、5月の賦課金依頼

　　に併せて懇志依頼を送ることが予定されているため、工事行程が決ま

　　るであろう4月に全寺院・門信徒を対象とした説明会を予定したい。

４．宗派からの報告・奨励事項について

　　・第325回定期宗会総長執務方針演説　　　　　　・・・資料別紙

５．その他

　　・組長会会計現況報告については組長会にて行います。
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兵 庫 教 区 組 長 ブロック長 名 簿
番号 郵便番号氏　　　名

住　　　　　　　　　所所属寺

電話番号 FAX番号

住職/衆徒ブロック

組　名

岡山南組 706-0002吉田信哉

玉野市築港3-6-18

0863-21-4495

法親寺

0863-21-4416

岡山 住職

1

神明組 651-2111宮里俊哲

神戸市西区池上2-36-11

078-939-8090

光源寺

078-974-3235

神戸 住職

2

阪神西組 661-0001光森　智

尼崎市塚口本町2-12-33

06-6421-2471

報徳寺

06-6421-2471

阪神 住職

3

播磨東組 673-0431八田宗晃

三木市本町3-1-3

0794-82-1705

晴龍寺

0794-82-1544

東播 住職

4

神崎組 679-2202花圓清明

神崎郡福崎町八千種2294-1

0790-22-1132

圓照寺

0790-22-1132

姫路 住職

5

新宮組 679-5162藤朶義文

たつの市新宮町上莇原350

0791-78-0246

浄教寺

0791-78-0246

西播 住職

6

氷上西組 669-3803西本顕俊

丹波市青垣町西芦田52

0795-87-1462

安養寺

0795-87-1462

丹波 住職

7

城崎組 668-0013善藤正雄

豊岡市中陰24

0796-22-3587

信楽寺

0796-22-3587

但馬 住職

8
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住/衆組　名 所属寺 ブロック/役職№ 氏　　　　名

兵　庫　教　区　組　長 ・ 副  組  長　名　簿
副組長よみかた

阪神東組 住職西善寺乾　智也 阪神01 いぬい　ともなり 松蔭興明 齋藤香心

阪神南組 住職瑛光寺英　一祥 阪神02 はなふさ　かずよし 廣岡大雄 野口勝弘

阪神西組 住職 ブロック長報徳寺光森　智 阪神03 みつもり　さとし 光森正真 崎本正義 永野要真

阪神北組 住職覚正寺末井明尚 阪神04 まつい　めいしょう 小林義典 後藤善史 寺川秀哉

神戸東組 住職妙善寺上田泰昭 神戸05 うえだ　たいしょう 菊川義秀 長島唯乘 津守秀俊

神戸中組 住職光尊寺廣瀬久晴 神戸06 ひろせ　ひさはる 鍋島直樹 環　白淳 岡本智法

神戸湊組 住職宝球寺鷲尾衛鳳 神戸07 わしお　えいほう 小宅　匡 橋本博水 谷川弘淳

神戸西組 住職正覚寺藤本英孝 神戸08 ふじもと　ひでたか 山本浩司 菅原　哲 髙坂暢音

北摂組 住職寳泉寺平原和貴 神戸09 ひらはら　かずき 柳川禎雄 門中浄光 藤岡寛生

神明組 住職 副会長/ﾌﾞﾛｯｸ長光源寺宮里俊哲 神戸10 みやさと　としあき 藤田真隆 藤田眞成

淡路組 住職圓德寺巖　照正 神戸11 いわお　てるまさ 龍本大淳 梅林真道

播磨東組 住職 ブロック長晴龍寺八田宗晃 東播12 はった　むねあき 丸岡純祥 森田直道 藤堂正行

播磨中組 住職光宗寺北角繁夫 東播13 きたずみ　しげお 前田　学 竹中尚人

多可組 住職光福寺岩本直樹 東播14 いわもと　なおき 水杉悟史 川本速臣

加古川組 住職正願寺井上浩義 東播15 いのうえ　ひろよし 小松俊英 宮内正樹 谷川秀一

高砂組 住職玄長寺佃　大玄 東播16 つくだ　だいげん 兼松泰照 山本英信 亀川正裕

神崎組 住職 ブロック長圓照寺花圓清明 姫路17 はなまる　きよあき 教山雅裕 赤松勸誠

神姫組 住職明正寺小井田善之 姫路18 こいだ　よしゆき 棚原正智

姫路東組 住職正覺寺藤谷嘉伸 姫路19 ふじたに　よしのぶ 小松勝憲 澤波祐也 大谷　智

姫路南組 住職善正寺横山正仁 姫路20 よこやま　まさひと 梶原伸泰 三浦　純

姫路中組 衆徒蓮淨寺中島正思 姫路21 なかしま　せいし 黒石泰治 望月孝昭

姫路西組 住職淨福寺加古　淳 姫路22 かこ　あつし 浅野界雄 長岡康昭 森川　祥

網干組 住職聖安寺菅　祐範 西播23 すが　ゆうはん 菅野弘和 小笠原覚量 福田高明

揖龍東組 住職西信寺山口威夫 西播24 やまぐち　たけお 竹内俊之 尾野智行

揖龍西組 住職専龍寺辻　清昭 西播25 つじ　きよあき 岩谷教授 那波淳城 窪田憲龍

新宮組 住職 ブロック長浄教寺藤朶義文 西播26 ふじえ　ぎぶん 北山高行 冨井真了

赤穂南組 住職宝専寺村上順照 西播27 むらかみ　じゅんしょ

う

村上建明 楠　仁 小野崇暁

赤穂北組 住職法林寺三輪善紀 西播28 みわ　ぜんき 赤松普宣 千葉徹也

宍粟組 住職願壽寺藤井章乘 西播29 ふじい　しょうじょう 宇野琢哉 前住　淳 肥塚義徳

佐用組 住職光福寺近藤公瑞 西播30 こんどう　こうずい 富永真順 八雲順乗

多紀組 住職金照寺畑岡俊成 丹波31 はたおか　としなり 足立定夫 若宮哲洋

氷上東組 住職福照寺古川大悟 丹波32 ふるかわ　だいご 西山顕證 藤澤真証

氷上西組 住職 ブロック長安養寺西本顕俊 丹波33 にしもと　けんしゅん 藤長正法 森本光慈

朝来組 住職如来寺森田龍司 但馬34 もりた　りゅうじ 原　俊昭

養父組 住職専勝寺伊藤礼智 但馬35 いとう　れいち 水田照代 加来顕達

出石組 住職西宗寺内田完史 但馬36 うちだ　かんし 山田秀英 賚　純真

城崎組 住職 ブロック長信楽寺善藤正雄 但馬37 よしふじ　まさお 朝倉慎也 藤澤光紀 金川信亮

岡山南組 住職 会　　長法親寺吉田信哉 岡山38 よしだ　のぶや 牧野弘明 藤丸智雄 楠　俊雄

岡山北組 住職大法寺中西慎二 岡山39 なかにし　しんじ 桑原宗二 大山二朗
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「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）資料（2/25 現況） 

１．研修会開催状況 
 (1)組同朋講座 

  ①僧侶・寺族部門対象（14 組） 

   阪神東・神⼾中・播磨中・加古川・⾼砂・姫路⻄・新宮・⾚穂南・宍粟・多紀・氷上⻄ 

   出石・岡⼭南・岡⼭北 

  ②一般部門対象（11 組） 

   阪神東・阪神南・加古川・高砂・神崎・神姫・網干・新宮・朝来・出石 

  ③組同朋講座合同研修（み教えと差別の現実：未開催 6 組対象） 

   【対象組】阪神⻄・神明・多可・姫路南・網⼲・揖⿓東 

 

 (2)組重点プロジェクトに基づく取り組み（4 組） 

   北摂・加古川・⾚穂南・岡⼭南 

 

 (3)組連研（15 組） 

   阪神東・阪神⻄・神⼾東・北摂・多可・神崎・神姫・姫路中・姫路⻄・網⼲・揖⿓⻄ 

   赤穂南・⾚穂北・宍粟・岡⼭北 

 

 (4)組における「⼦ども若者ご縁づくり(キッズサンガ）」（9 組） 

   阪神東・阪神南・神⼾⻄・播磨中・姫路⻄・網⼲・宍粟・氷上東・朝来 

 

 (5)教化団体各組研修会 

  ①組門徒総代会 組研修会（16 組） 

   阪神東・阪神北・神⼾東・北摂・播磨東・播磨中・加古川・神崎・姫路東・網⼲・揖⿓⻄ 

   赤穂南・⾚穂北・宍粟・朝来・出⽯ 

 

  ②布教団 組布教大会（8 組） 

   神⼾東・神⼾湊・神⼾⻄・北摂・加古川・姫路⻄・網干・宍粟 

 

●●開開催催報報告告・・助助成成⾦⾦申申請請のの期期限限はは 33//3311 ままででととななりりまますす【【教教務務所所必必着着】】  

●●開開催催報報告告書書・・助助成成⾦⾦申申請請書書はは、、教教務務所所ホホーームムペペーージジのの各各種種様様式式よよりりダダウウンンロローードド可可能能でですす  
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２．実践運動に関する依頼事項 
 (1)組『御同朋の社会をめざす運動』（実践運動）推進状況の報告について（別紙） 

実践運動組委員様宛に、報告依頼を送付しております。（2/19 送付） 

組委員様からご報告いただけますよう、ご協⼒をお願いいたします。 

 (2)連研修了者⼤会への参加奨励 

  2025年度 6⽉〜7 月頃の開催を予定しております。 

  貴組連研修了者の皆様へ参加をご奨励ください。 

 (3) 「門徒推進員中央教修」受講の奨励 

  貴組連研修了者の皆様へ、受講をご奨励ください。 

   詳細はこちらからご確認ください 

       https://00m.in/EhvnF 

 (4)「⼦どもたちの笑顔のために募⾦」 

  組内寺院への募⾦の奨励をお願いいたします。 

  未送⾦の募⾦がありましたら、宗派宛てにご送⾦ください。 

   送⾦先はこちらからご確認ください 

         https://00m.in/Oscxj 

 

３．組織・教化団体等の⾏事に関する依頼事項 

  教区内各種団体等の⾏事への参加奨励にご協⼒くださいますよう、お願いいたします。 

  ・06 月 26 日（木）仏婦連盟教区大会 

  ・07 月 25⽇（⾦）〜26⽇（⼟）得度講習会 

  ・07 月 27⽇（⽇）得度考査 

  ・09 月 09 日（火）近畿ブロック寺族婦人研修会【兵庫教区担当】 

  ・12 月 20 日（土）震災支援報恩講子どもの集い 

  ・02 月 22⽇（⽇）仏教壮年のつどい 
以 上 
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1 

第 三 百 二 十 五 回 定 期 宗 会  総 長 執 務 方 針 演 説  

 

 本 日 こ こ に 、 第 三 百 二 十 五 回 定 期 宗 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の 皆 様 に は 、 公 私 ご

多 端 の 中 、 万 障 お 繰 り 合 わ せ の う え ご 出 席 を 賜 り 、 明 年 度 の 宗 務 運 営 の 重 要 諸 案 件 に つ き ま

し て ご 審 議 を 賜 り ま す こ と 、 衷 心 よ り 厚 く 御 礼 申 し あ げ ま す 。  

 ま ず も っ て 、 ご 門 主 様 に お か れ ま し て は 、 先 刻 、 ご 懇 篤 な る ご 教 辞 を 賜 り ま し た 通 り 、 ご 健

勝 に て 宗 務 を 統 理 い た だ い て お り ま す 。 本 山 は も と よ り 築 地 本 願 寺 、 各 直 属 寺 院 で の 法 要 の

ご 親 修 や 、 武 蔵 野 大 学 創 立 百 周 年 記 念 法 要 、 式 典 へ の ご 出 向 、 各 連 区 開 催 の 各 種 大 会 や 築 地 聞

真 会 な ど の 諸 団 体 行 事 へ の ご 臨 席 、 全 国 教 誨 師 連 盟 総 裁 と し て の ご 公 務 等 、 宗 門 内 外 を 問 わ

ず 、 常 に 私 た ち の 先 頭 に お 立 ち い た だ き 、 御 身 を 挺 し て ご 教 導 賜 っ て お り ま す こ と 、 心 よ り 尊

崇 申 し あ げ る 次 第 で あ り ま す 。  

 前 門 様 に お か れ ま し て は 、 本 願 寺 津 村 別 院 報 恩 講 法 要 へ の ご 出 向 を は じ め と し て 、 本 山 の

恒 例 法 要 に ご 出 座 を 賜 る 等 、 伝 道 教 化 に ご 尽 瘁 い た だ い て お り ま す こ と 、 深 く 感 謝 申 し あ げ

る 次 第 で あ り ま す 。 殊 に 、 昨 年 末 に は 、 ご 著 書 『 死 刑 制 度 を 問 う  仏 教 ・ 浄 土 真 宗 の 視 点 か

ら 』 を ご 上 梓 さ れ ま し た 。 仏 教 者 か ら の 視 点 で 死 刑 制 度 論 を ご 執 筆 賜 り 、 私 ど も を は じ め 、 現

代 に 生 き る 多 く の 人 々 を ご 教 化 い た だ い て お り ま す こ と 、 誠 に 有 難 く 感 謝 申 し あ げ る 次 第 で

あ り ま す 。  

 お 裏 方 様 に は 、 仏 教 婦 人 会 総 連 盟 総 裁 と し て 、 総 会 を は じ め 今 月 七 日 の 如 月 忌 に ご 臨 席 を

い た だ く な ど 、 専 心 し て ご 教 導 を 賜 り 、 前 裏 方 様 に は 、 宗 門 関 係 学 校 の 名 誉 学 園 長 と し て 、 教

化 活 動 に ご 精 励 賜 っ て お り ま す こ と 感 謝 申 し あ げ ま す 。  

 敬 様 、 顕 子 様 に は ご 慈 愛 の も と 、 お 健 や か に ご 成 長 さ れ て お り ま す こ と 喜 び に た え ま せ ん 。

大 谷 宗 家 の 皆 様 に は 、 引 き 続 き 私 ど も を ご 教 導 賜 り た く お 願 い 申 し あ げ る 次 第 で あ り ま す 。  

 さ て 、 昨 年 は 元 日 に 「 令 和 六 年 能 登 半 島 地 震 」 が 、 さ ら に 九 月 に は 「 令 和 六 年 奥 能 登 豪 雨 」

が 発 生 し ま し た 。 い ま な お 、 困 難 な 生 活 を 送 ら れ て い る こ と を 思 う と き 、 宗 門 と し て 継 続 し た

支 援 が 必 要 不 可 欠 で あ る と 認 識 い た し て お り ま す 。 こ こ に 、 お 亡 く な り に な ら れ た 方 々 に 衷

心 よ り 哀 悼 の 意 を 表 す る と と も に 、 す べ て の 被 災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い 申 し あ げ ま す 。 「 た す

け あ い 運 動 募 金 」 は 一 月 三 十 一 日 現 在 、 二 億 三 千 七 万 六 千 八 百 二 十 四 円 お 寄 せ い た だ い て お

り 、 皆 様 方 の ご 協 力 に 深 く 感 謝 申 し あ げ ま す 。 募 金 は 、 昨 年 末 、 長 野 教 区 に 十 万 円 、 国 府 教 区

に 四 百 八 十 七 万 円 、 新 潟 教 区 に 六 百 六 十 五 万 円 、 富 山 教 区 に 百 五 万 円 、 高 岡 教 区 に 三 千 七 十 四

万 円 、 石 川 教 区 に 一 億 六 千 七 百 四 十 八 万 円 、 福 井 教 区 に 四 十 八 万 円 を 配 分 い た し ま し た 。 ま だ

ま だ 、 復 興 に は 時 間 が か か る こ と で あ り ま す 。 今 後 と も 、 継 続 し た 支 援 を 、 現 地 緊 急 災 害 対 策

委 員 会 と 密 に 連 携 し 行 っ て ま い り た く 存 じ ま す 。  

 ま た 、 先 月 に は ア メ リ カ 合 衆 国 の ロ サ ン ゼ ル ス 近 郊 で 大 き な 山 火 事 が 発 生 い た し ま し た 。

ア メ リ カ 史 上 最 も 酷 い 自 然 災 害 の 一 つ と も 言 わ れ て お り 、 北 米 開 教 区 の 寺 院 に 所 属 す る メ ン
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バ ー が 、 被 害 に 遭 っ た と の 報 告 を 受 け て お り ま す 。 一 昨 年 に は 、 ハ ワ イ 州 ・ マ ウ イ 島 で の 大 規

模 火 災 に よ り 、 ハ ワ イ 開 教 区 の ラ ハ イ ナ 本 願 寺 が 全 焼 し 、 駐 在 開 教 使 や メ ン バ ー も 避 難 を 余

儀 な く さ れ 、 今 な お 、 困 難 な 生 活 を 送 ら れ て お り ま す 。 日 本 の み な ら ず 、 世 界 規 模 で も 災 害 が

多 く 発 生 し て い る 中 、 被 災 さ れ た 皆 様 が 一 日 も 早 く 平 穏 な 日 々 を お 過 ご し に な れ ま す よ う 、

物 心 両 面 に わ た る 支 援 を 継 続 的 に 行 っ て ま い り た い と 存 じ ま す 。  

本 年 の 一 月 十 七 日 を も っ て 、 阪 神 淡 路 大 震 災 発 生 か ら 三 十 年 が 経 過 い た し ま し た 。 地 震 を

は じ め と す る 豪 雨 や 台 風 な ど の 災 害 の 発 生 は 、 年 々 増 加 の 一 途 を た ど っ て お り 、 私 た ち の 生

活 が 脅 か さ れ て お り ま す 。 昨 年 八 月 に は 、 宮 崎 県 沖 の 日 向 灘 で 発 生 し た 地 震 に よ り 、 気 象 庁 か

ら 初 め て 南 海 ト ラ フ 地 震 臨 時 情 報 が 発 表 さ れ ま し た 。 南 海 ト ラ フ 地 震 は 今 後 数 十 年 の 間 に 発

生 す る 可 能 性 が 高 い と 言 わ れ て お り 、 関 東 地 方 か ら 九 州 地 方 に か け て 甚 大 な 被 害 が 想 定 さ れ

て お り ま す 。 宗 派 と い た し ま し て は 、 「 災 害 対 策 マ ニ ュ ア ル 」 に 基 づ く 対 策 を 講 じ る と と も に 、

こ れ ま で の 大 震 災 で の 復 旧 支 援 活 動 な ど の 経 験 に 基 づ く ノ ウ ハ ウ を 活 か し 、 地 方 宗 務 機 関 の

拠 点 強 化 、 機 能 拡 充 の 視 点 も 踏 ま え 、 よ り 効 果 的 な 防 災 に 努 め る た め 、 災 害 対 策 の あ り 方 を 検

討 し て ま い り た い と 存 じ ま す 。   

ま た 、 本 年 は 、 戦 後 八 十 年 と い う 大 き な 節 目 に あ た る 一 年 で あ り ま す 。 宗 門 で は 戦 後 、 本 願

寺 並 び に 大 谷 本 廟 に お い て 戦 没 者 追 悼 法 要 を 勤 修 す る と と も に 、 昭 和 五 十 六 年 か ら は 国 立 千

鳥 ヶ 淵 戦 没 者 墓 苑 に お き ま し て 、 千 鳥 ヶ 淵 全 戦 没 者 追 悼 法 要 を 勤 修 し て ま い り ま し た 。 「 千 鳥

ヶ 淵 全 戦 没 者 追 悼 法 要 の 願 い 」 に は 、 「 国 立 千 鳥 ヶ 淵 戦 没 者 墓 苑 で 追 悼 法 要 を 修 行 す る こ と は 、

日 本 の 侵 略 戦 争 に 協 力 し た 私 た ち の 宗 門 の 過 ち を 反 省 し 、 懺 悔 の 思 い を も っ て 、 戦 争 の な い

世 界 を 築 く と い う 願 い の も と 、 平 和 へ の 誓 い を 新 た に す る こ と に 他 な り ま せ ん 。 本 法 要 を 機

縁 と し て 、 全 て の 戦 没 者 の 方 々 を 追 悼 す る と と も に 、 今 後 と も そ れ ぞ れ の 立 場 で 非 戦 平 和 へ

の 取 り 組 み を 進 め さ せ て い た だ き ま し ょ う 」 と 示 さ れ て お り ま す 。 戦 後 八 十 年 を 迎 え た 今 日 、

仏 法 の 名 に お い て 戦 争 に 協 力 し て き た 過 去 の 宗 門 の 事 実 を し っ か り と 受 け 止 め 、 再 び 戦 争 へ

の 道 を 歩 ま な い と い う 平 和 の 願 い を 、 よ り 一 層 新 た に し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 ご 門 主

様 は 本 年 の 御 正 忌 報 恩 講 法 要 の ご 親 教 で 「 本 年 は 第 二 次 世 界 大 戦 の 終 戦 か ら 八 十 年 と な り ま

す 。 私 た ち の 宗 門 も 仏 法 の 名 に お い て 、 こ の 戦 争 に さ ま ざ ま な 形 で 協 力 を し ま し た 。 戦 後 は 、

そ の 反 省 に 立 っ た 歩 み を 、 果 た し て 十 分 に 進 め て い る と い え ま す で し ょ う か 。 ま た 、 宗 門 で

は 、 戦 争 だ け で な く 、 差 別 を 肯 定 し 、 そ れ を 温 存 ・ 助 長 す る よ う な 法 話 な ど も 行 わ れ て き ま し

た 。 阿 弥 陀 如 来 の ご 本 願 を 聞 く 私 た ち は 、 そ の お は た ら き に よ っ て 、 私 た ち の 真 実 の 姿 、 す な

わ ち 、 命 が 終 わ る そ の 時 ま で 煩 悩 を な く す こ と の で き な い 自 己 中 心 的 な 私 で あ る こ と を 知 ら

さ れ て い ま す 。 そ う で あ る か ら こ そ 、 社 会 に 迎 合 し 、 戦 争 や 差 別 的 政 策 に 協 力 す る こ と の 愚 か

さ を 知 り 、 時 代 に よ っ て 変 わ る こ と の な い 、 阿 弥 陀 さ ま の ご 本 願 に よ る 念 仏 者 の 生 き 方 を 志

す こ と が で き ま す 」 と お 示 し く だ さ い ま し た 。 国 際 社 会 で は ロ シ ア と ウ ク ラ イ ナ な ど の 軍 事

衝 突 が 未 だ 続 く 中 、 多 く の い の ち が 犠 牲 と な り 、 苦 し み 悲 し み の 中 に お ら れ る 方 が い ら っ し
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ゃ い ま す 。 宗 門 で は 、 戦 後 八 十 年 に あ た り 、 平 和 に 関 す る 論 点 整 理 を ま と め 、 宗 報 に 掲 載 い た

す 予 定 で あ り ま す 。 ま た 、 こ の 論 点 整 理 に 基 づ く 七 つ の 平 和 貢 献 策 を 踏 ま え 、 明 年 度 は 「 平 和

へ の 取 り 組 み 」 に 特 に 注 力 い た し ま す 。 四 月 に は 本 山 の 春 の 法 要 に 併 せ て 「 平 和 フ ォ ー ラ ム 」

（ 仮 称 ） を 開 催 す る 予 定 で あ り 、 こ れ ら の 取 り 組 み を 進 め て い く 中 で 、 宗 門 と し て の 平 和 に 向

け た 歩 み を 推 進 し て ま い り た く 存 じ ま す 。  

そ れ で は 、 ま ず 、 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） に つ い て 申 し あ げ ま す 。 昨 年 の 第

三 百 二 十 三 回 定 期 宗 会 の 執 務 方 針 で 申 し あ げ ま し た 通 り 、 混 乱 の 収 束 を 図 る べ く 、 唱 和 に つ

き ま し て は 、 各 現 場 の ご 判 断 に 委 ね る こ と と い た し ま し た 。 し か し な が ら 、 未 だ 、 宗 門 内 に 新

し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） の 取 り 扱 い に つ い て 、 混 乱 が 続 い て お り ま す こ と は 、 重

く 受 け 止 め て お り ま す 。 昨 年 度 か ら 今 年 度 に 開 催 い た し ま し た 学 習 会 に お き ま し て も 、 ご 質

問 ・ ご 発 言 を 取 り ま と め た 結 果 、 総 局 の 推 進 方 法 に つ い て 、 多 く の 異 論 や ご 懸 念 の 声 を 頂 い た

こ と で あ り ま す 。 ま た 、 宗 会 議 員 の 皆 様 か ら も 各 種 会 議 で 同 様 の ご 指 摘 、 ご 意 見 を 伺 っ た 次 第

で あ り ま す 。 当 然 の こ と な が ら 、 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） の ご 消 息 発 布 の 責 任

は 、 総 局 に あ る こ と は 申 す ま で も あ り ま せ ん 。 そ の う え で 、 こ の 混 乱 を 収 束 に 向 か う べ く 宗 務

を 推 進 す る 責 任 も 総 局 に あ る と 認 識 い た し て お り ま す 。 つ き ま し て は 、 総 局 と い た し ま し て 、

こ れ よ り 申 し あ げ ま す 三 点 の 取 り 組 み を 講 じ た く 存 じ ま す 。  

ま ず 、 本 願 寺 内 局 に お い て 、 得 度 式 式 次 第 等 の 内 容 の 見 直 し を 検 討 さ れ る と い う こ と で あ

り ま す 。 昨 年 の 定 期 宗 会 で 、 唱 和 は 各 現 場 の 判 断 に 委 ね る と ご 説 明 い た し ま し た が 、 「 得 度 式

で 唱 和 す る こ と は 、 強 制 的 で あ り 、 方 針 と 矛 盾 す る 」 な ど 、 多 く の ご 意 見 を 承 っ た こ と で あ り

ま す 。 ご 高 承 の 通 り 、 得 度 式 に つ き ま し て は 、 本 願 寺 の 所 掌 事 項 で あ り ま す 。 そ の 立 場 を 尊 重

し た う え で 、 総 局 と い た し ま し て は 、 学 習 会 及 び 各 種 会 議 で の ご 意 見 等 を 常 に 本 願 寺 内 局 に

お 伝 え し て ま い り ま し た 。 そ の 結 果 、 こ の た び 内 局 に お い て 協 議 さ れ 、 得 度 式 で の 唱 和 に つ い

て は 見 直 し を 検 討 す る と 決 定 さ れ た 次 第 で あ り ま す 。 な お 、 そ の 内 局 に お け る 決 定 に つ き ま

し て は 、 総 局 員 及 び 内 局 員 等 で 構 成 さ れ る 、 「 宗 門 ・ 本 山 協 力 体 制 総 合 調 整 会 議 」 に お い て 、

所 掌 事 項 「 宗 門 又 は 本 山 に お け る 法 要 儀 式 及 び 行 事 並 び に そ の 協 力 体 制 の 調 整 に 関 す る こ と 」

に 基 づ き 協 議 し 、 内 局 の 決 定 を 総 局 も 了 承 の う え 、 双 方 で 確 認 し た 次 第 で あ り ま す 。 得 度 式 の

具 体 的 な 見 直 し の 方 向 性 と い た し ま し て は 、 内 局 に お い て 、 明 年 度 、 最 初 に 予 定 さ れ る 六 月 の

得 度 式 か ら 、 い わ ゆ る 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） を 用 い な い 式 次 第 を 早 急 に 検 討

さ れ る と の こ と で あ り ま す 。 し た が い ま し て 、 総 局 と い た し ま し て は 、 得 度 習 礼 に お け る カ リ

キ ュ ラ ム に つ い て 、 併 せ て 検 討 を 進 め て ま い り ま す 。  

次 に 、 教 義 理 解 に つ き ま し て も 混 乱 の 収 束 を 図 る べ く 対 応 い た し た く 存 じ ま す 。 新 し い 「 領

解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） の 教 義 理 解 に つ い て は 、 学 習 会 や 各 種 会 議 に お い て 、 さ ま ざ ま な

異 論 や ご 意 見 を 伺 っ て お り ま す 。 小 職 の 立 場 と い た し ま し て は 、 第 三 百 二 十 四 回 特 別 宗 会 で

の 就 任 時 の 挨 拶 で 申 し あ げ ま し た 通 り 、 教 義 問 題 の 是 非 は 、 宗 法 第 七 十 条 の 規 定 上 、 宗 会 も 総
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局 も 原 則 、 そ の 内 容 に 立 ち 入 る こ と は で き な い と 考 え て お り 、 そ の 立 場 を 前 提 と し た う え で

対 応 す る 必 要 が あ る と 考 え て お り ま す 。 つ き ま し て は 、 明 年 度 の 宗 務 の 基 本 方 針 に お け る 総

局 の 基 本 姿 勢 、 「 宗 祖 親 鸞 聖 人 の お 心 に か な う よ う 、 社 会 と 宗 門 の 現 状 を 認 識 し 、 柔 軟 な 対 話

を も っ て 衆 知 を 集 め 、 宗 門 全 体 を さ さ え る 宗 務 を 推 進 す る 」 に 基 づ き 、 話 し 合 い の 場 を 設 定 い

た し た く 存 じ ま す 。 具 体 的 に 申 し あ げ れ ば 、 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） に つ い て

の 消 息 発 布 後 に お け る 宗 門 の 現 況 を 踏 ま え 、 今 後 の 円 滑 な 宗 務 の 推 進 に 資 す る こ と を 目 的 と

し て 、 仏 教 学 及 び 真 宗 学 の 有 識 者 か ら 純 粋 に 学 問 的 ・ 専 門 的 知 見 を 得 る た め 、 教 学 者 懇 談 会 を

設 置 い た し ま す 。 メ ン バ ー に つ き ま し て は 、 三 人 で 構 成 す る こ と と し 、 「 勧 学 寮 頭 が 勧 学 寮 員

の う ち か ら 推 薦 す る 者 一 人 」 「 勧 学 ・ 司 教 有 志 の 会 代 表 者 が 勧 学 ・ 司 教 有 志 の 会 に 所 属 す る 者

の う ち か ら 推 薦 す る 者 一 人 」 「 勧 学 寮 及 び 勧 学 ・ 司 教 有 志 の 会 に 所 属 し な い 中 立 的 立 場 に あ る

有 識 者 一 人 」 と い た し ま す 。 懇 談 会 に お い て 、 各 々 の お 立 場 か ら 教 義 理 解 を ご 意 見 陳 述 い た だ

き 、 相 互 理 解 が 進 む よ う ご 協 議 い た だ く こ と と し て お り ま す 。 す で に メ ン バ ー に つ い て は 、 ご

依 頼 済 み で あ り 、 勧 学 寮 員 の 北 塔 晃 陞 氏 、 広 島 大 学 ・ 龍 谷 大 学 名 誉 教 授 の 桂 紹 隆 氏 よ り メ ン バ

ー 就 任 の 承 諾 を い た だ い て お り ま す 。 な お 、 勧 学 ・ 司 教 有 志 の 会 代 表 、 深 川 宣 暢 勧 学 か ら は 、

ご 返 答 期 日 ま で に 推 薦 す る こ と が 、 時 間 的 に 厳 し く 、 未 定 と の ご 返 信 を 賜 っ て お り ま す 。 し か

し 、 併 せ て 懇 談 会 に 関 し て ご 意 見 も い た だ い て お り 、 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ）

を め ぐ る 教 学 的 問 題 の 解 決 に 協 力 し な い と い う こ と で は な い と の こ と で あ り ま す 。 引 き 続 き 、

ご 協 力 い た だ け る よ う 努 め て ま い り ま す 。  

次 に 三 点 目 の 取 り 組 み と い た し ま し て 、 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） の 掲 示 等 の

見 直 し を 行 い ま す 。 こ の 点 に つ き ま し て も 学 習 会 や 各 種 会 議 に お い て 宗 会 議 員 の 皆 様 か ら ご

意 見 を い た だ い た こ と で あ り ま す 。 現 在 、 『 本 願 寺 新 報 』 や 『 大 乗 』 等 に 周 知 ・ 普 及 を 図 る べ

く 毎 号 、 ま た は 隔 号 に 掲 示 い た し て お り ま す が 、 教 学 者 懇 談 会 に お い て 協 議 い た だ く 現 状 に

あ わ せ 、 差 し 控 え る こ と と い た し ま す 。  

こ の よ う に 三 点 の 方 向 性 に よ っ て 、 混 乱 の 収 束 に 努 め て ま い り た く 存 じ ま す が 、 新 し い 「 領

解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） を 受 け 入 れ て い る 方 が お ら れ る こ と も 事 実 で あ り ま す 。 し た が い

ま し て 、 唱 和 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 、 そ の 判 断 は 現 場 に 委 ね る こ と と い た し た く 存 じ ま

す 。 以 上 、 新 し い 「 領 解 文 」 （ 浄 土 真 宗 の み 教 え ） の 取 り 扱 い に つ き ま し て 申 し あ げ ま し た 。

議 員 の 皆 様 に は 特 段 の ご 理 解 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し あ げ ま す 。  

次 に 、 明 年 度 の 宗 務 運 営 に か か る 主 な 三 点 の 重 点 的 事 項 に つ き ま し て 申 し あ げ ま す 。  

一 点 目 は 「 宗 務 の 基 本 方 針 」 で あ り ま す 。 本 件 に つ き ま し て は 、 総 局 が そ の 年 度 に 目 指 す べ

き 基 本 方 針 を 示 し 、 こ れ を も と に 宗 務 を 推 進 す る も の で あ り 、 既 に 議 案 と し て お 配 り い た し

て お り ま す 。  

 明 年 度 の 「 宗 務 の 基 本 方 針 」 に つ き ま し て は 、 「 宗 祖 が 明 ら か に さ れ た み 教 え と 願 い を 体 し 、

同 朋 教 団 の 歩 み を 進 め る ― 実 効 性 の あ る 伝 道 教 化 と 実 践 活 動 の 展 開 ― 」 と 主 題 を 掲 げ 、 ご 提
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案 い た す も の で あ り ま す 。 策 定 に あ た っ て は 、 従 前 の ご と く 企 画 諮 問 会 議 に お け る ご 意 見 、 ご

提 言 を 参 考 と し 、 さ ら に 宗 務 全 般 に つ き ま し て Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ る 定 期 的 な 業 務 の 点 検 、

評 価 と そ の 成 果 を 踏 ま え て お り ま す 。 令 和 七 年 度 は 、 宗 門 総 合 振 興 計 画 が 終 結 し 、 新 た な 宗 務

部 門 職 制 の も と 、 宗 務 を 執 行 し て い く こ と か ら 、 宗 祖 親 鸞 聖 人 が 明 ら か に さ れ た 本 願 名 号 の

み 教 え を 主 と し た 宗 門 の 理 念 と 社 会 的 意 義 を 果 た す べ く 、 実 効 性 あ る 伝 道 教 化 と 実 践 活 動 を

展 開 し 、 力 強 く 、 同 朋 教 団 の 歩 み を 進 め る た め 、 「 宗 祖 親 鸞 聖 人 の お 心 に か な う よ う 、 社 会 と

宗 門 の 現 状 を 認 識 し 、 柔 軟 な 対 話 を も っ て 衆 知 を 集 め 、 宗 門 全 体 を さ さ え る 宗 務 を 推 進 す る 」

と 、 総 局 の 基 本 的 な 姿 勢 を 示 さ せ て い た だ き ま し た 。  

ま た 、 注 力 す る 五 項 目 は 、 「 『 伝 わ る 伝 道 』 の 研 究 と 実 践 」 、 「 持 続 可 能 な 教 化 体 制 の 再 構 築 に

向 け た 取 り 組 み 」 、 「 平 和 へ の 取 り 組 み 」 、 「 宗 門 に お け る ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 推 進 」 、 「 宗 門 の 将

来 展 望 の 考 察 」 と い た し た 次 第 で あ り ま す 。 詳 細 は 、 提 案 理 由 説 明 に お き ま し て 、 ご 説 明 さ せ

て い た だ き ま す が 、 中 で も 、 「 持 続 可 能 な 教 化 体 制 の 再 構 築 に 向 け た 取 り 組 み 」 で は 、 新 た な

教 化 体 制 に つ い て 、 取 り 組 み を 進 め て ま い り ま す 。 各 教 化 連 盟 登 録 状 況 が 過 疎 化 、 少 子 高 齢 化

等 に よ り 減 少 傾 向 に あ る 中 、 教 化 活 動 の 現 場 か ら 、 年 齢 層 や 性 別 に よ る 縦 割 り で の 教 化 活 動

だ け で は な く 、 活 動 の 現 場 で 必 要 に 応 じ た か た ち が 選 択 で き る フ レ キ シ ブ ル な 教 化 活 動 の 体

制 や 個 人 を 対 象 と し た 活 動 の 展 開 が 求 め ら れ て お り ま す 。 そ の 現 状 を 踏 ま え 、 抜 本 的 な 教 化

活 動 の 見 直 し が 急 務 で あ る と と も に 、 教 化 活 動 の 現 状 、 課 題 を 教 区 の 現 場 と 共 有 し 、 「 生 涯 聞

法 」 に つ な が る ご 縁 づ く り の 推 進 と 教 化 体 制 の 再 構 築 の 検 討 を 進 め て ま い り た く 存 じ ま す 。

ま た 、 宗 門 に お け る ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 推 進 に つ き ま し て は 、 昨 年 十 一 月 六 日 付 、 ジ ェ ン ダ ー 平

等 推 進 委 員 会 よ り 、 今 後 の 具 体 的 な 取 り 組 み に つ い て 示 さ れ た 答 申 書 「 宗 門 に お け る ジ ェ ン

ダ ー 平 等 に 向 け て 」 が 総 局 宛 提 出 さ れ ま し た 。 こ れ ま で 宗 門 に お い て 、 男 女 共 同 参 画 に 関 す る

取 り 組 み が 全 く な か っ た わ け で は あ り ま せ ん 。 平 成 十 三 年 に 、 当 時 「 男 女 共 同 参 画 を 考 え る 委

員 会 」 よ り 「 教 団 の 男 女 共 同 参 画 を す す め る た め に 」 と し た 提 言 書 が 提 出 さ れ 、 そ の 後 、 一 定

の 法 的 整 備 は 行 わ れ ま し た 。 し か し な が ら 、 宗 門 の 現 状 を 顧 み た と き 、 十 分 に 男 女 共 同 参 画 が

は か ら れ て い る と は 言 い 難 く 、 そ の 要 因 の 一 つ と し て 、 宗 門 の 施 策 と し て 継 続 的 に 実 施 さ れ

ず 、 成 果 や 課 題 等 の 検 証 が 十 分 に 行 わ れ て こ な か っ た こ と が 考 え ら れ ま す 。 こ れ ら を 踏 ま え 、

宗 門 に お け る ジ ェ ン ダ ー 平 等 の 推 進 を 強 力 か つ 持 続 的 な 取 り 組 み と し て 推 進 す る た め 、 今 後 、

具 体 的 な 施 策 を 検 討 ・ 実 施 す る と と も に 、 念 仏 者 と し て 、 自 他 と も に 心 豊 か に 生 き る こ と の で

き る 社 会 の 実 現 、 御 同 朋 の 社 会 を め ざ し 、 歩 み を 進 め て ま い り た く 存 じ ま す 。  

二 点 目 、 「 御 同 朋 の 社 会 を め ざ す 運 動 」 ( 実 践 運 動 ) ・ 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 申 し あ げ ま

す 。  

今 年 度 よ り 第 五 期 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 期 間 と な り 、 「 〈 貧 困 の 克 服 に 向 け て ～ Dāna for 

World Peace ～ 〉 ― 子 ど も た ち を 育 む た め に ― 」 を 引 き 続 き 、 宗 門 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 践 目

標 と し て 宗 門 一 体 と な っ て 推 進 し て お り ま す 。 宗 門 全 体 の 取 り 組 み と し て 、 さ ら な る 推 進 の
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た め 、 特 に 現 場 の 実 務 者 で あ る 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ー と 連 携 し 、 情 報 共 有 を 深 め な が ら 、

引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 加 え て 、 国 内 外 を 問 わ ず 、 宗 門 を 構 成 す る す べ て の 方 が 参

画 、 実 践 で き る 運 動 と し て 、 開 教 区 を は じ め と す る 海 外 組 織 に も 周 知 を 図 り 、 取 り 組 み を 共 有

し て い き た く 存 じ ま す 。  

ま た 、 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト の 具 体 的 な 取 り 組 み の 一 つ で あ る 「 子 ど も た ち の 笑 顔 の た め に 募

金 」 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で 、 海 外 支 援 と し て 、 国 際 的 に 活 動 す る 寺 院 ・ 団 体 へ の 支 援 、 ネ

パ ー ル 開 教 地 ・ カ ト マ ン ズ 本 願 寺 と 連 携 し た ネ パ ー ル の 子 ど も た ち へ の 支 援 と し て 、 現 地 の

学 校 の 建 て 替 え や 水 道 設 備 工 事 な ど の 教 育 環 境 整 備 に か か る 支 援 、 そ し て ウ ク ラ イ ナ の 子 ど

も た ち 、 パ レ ス チ ナ （ 特 に ガ ザ 地 区 ） の 子 ど も た ち の た め 、 日 本 ユ ニ セ フ 協 会 を 通 じ て 支 援 を

行 い ま し た 。 国 内 に お き ま し て は 、 「 子 ど も 食 堂 」 な ど 子 ど も た ち の 居 場 所 づ く り に 取 り 組 む

寺 院 、 団 体 等 へ の 支 援 や 全 国 児 童 養 護 施 設 連 絡 協 議 会 加 盟 施 設 へ の 支 援 、 さ ら に は 「 母 子 生 活

支 援 施 設 本 願 寺 ウ ィ ス タ リ ア ガ ー デ ン 」 に 入 所 す る 子 ど も た ち へ の 支 援 を 行 っ て お り ま す 。

引 き 続 き 、 多 く の 方 々 の ご 協 賛 を 得 ら れ ま す よ う 、 支 援 内 容 や 活 動 事 例 等 を 広 く 発 信 し 、 積 極

的 に 募 金 活 動 を 行 っ て ま い り ま す 。  

今 後 も 、 あ ら ゆ る 人 々 が 自 他 共 に 心 豊 か に 生 き る こ と の で き る 社 会 の 実 現 に 貢 献 す べ く 、

総 局 を 中 心 と す る 中 央 、 地 方 の 一 貫 し た 体 制 の も と 、 宗 門 を 構 成 す る す べ て の 者 が 参 画 し 、 か

つ 実 践 す る 運 動 と し て 推 進 さ れ る よ う 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

三 点 目 、 宗 門 総 合 振 興 計 画 に つ い て 申 し あ げ ま す 。 宗 門 総 合 振 興 計 画 の 収 納 状 況 は 昨 日 現

在 、 ご 懇 志 及 び 雑 収 入 等 を 含 め 、 約 百 九 十 二 億 三 千 七 百 万 円 と な っ て お り ま す 。 皆 様 か ら 尊 い

ご 懇 念 を ご 進 納 い た だ い て お り ま す こ と 、 こ こ に あ ら た め て 衷 心 よ り 御 礼 申 し あ げ る 次 第 で

あ り ま す 。  

 ご 高 承 の 通 り 、 今 年 度 を も っ て 、 宗 門 総 合 振 興 計 画 が 終 結 い た し ま す 。 宗 門 総 合 振 興 計 画

は 、 宗 制 に 掲 げ る 宗 門 の 基 本 理 念 「 あ ら ゆ る 人 々 に 阿 弥 陀 如 来 の 智 慧 と 慈 悲 を 伝 え 、 も っ て 自

他 共 に 心 豊 か に 生 き る こ と の で き る 社 会 の 実 現 に 貢 献 す る 」 を 体 現 す る た め 策 定 し 、 宗 門 の

充 実 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。 昨 日 開 催 の 宗 門 総 合 振 興 計 画 推 進 会 議 で 、

三 十 に わ た る 事 業 に つ い て 、 縷 々 ご 報 告 を さ せ て い た だ き ま し た 。 本 定 期 宗 会 に お き ま し て

も 、 そ の 終 結 に 伴 う 基 本 方 針 を 議 案 と し て 提 出 さ せ て い た だ く 次 第 で あ り ま す 。 こ の 場 に お

き ま し て は 、 主 な 事 業 内 容 の 現 状 の ご 報 告 と 今 後 の 展 望 に つ い て 、 ご 説 明 さ せ て い た だ き た

く 存 じ ま す 。  

 ま ず 、 ビ ハ ー ラ ト ー タ ル プ ラ ン に つ き ま し て は 、 ビ ハ ー ラ ト ー タ ル プ ラ ン 検 証 委 員 会 に お

い て 、 今 後 の ビ ハ ー ラ 活 動 の 展 開 に 資 す る 目 的 で 、 こ れ ま で 度 重 な る 協 議 が な さ れ 、 昨 年 十 一

月 十 四 日 付 、 総 局 宛 、 答 申 書 が 提 出 さ れ 、 同 月 二 十 日 開 催 の 第 三 十 三 回 宗 門 総 合 振 興 計 画 推 進

会 議 に て そ の 内 容 を ご 報 告 い た し た こ と で あ り ま す 。 答 申 に は 、 「 宗 門 に お け る ビ ハ ー ラ 活 動

を 継 承 さ れ る た め に は 、 活 動 範 囲 の 精 査 や 微 調 整 を 行 い 、 常 に 社 会 の ニ ー ズ を 把 握 し 、 持 続 的
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な 活 動 を 目 指 す と と も に 、 点 検 、 調 査 を 適 宜 行 え る 組 織 的 な 機 能 が 必 要 で あ る 」 と 示 さ れ て お

り ま す 。 現 在 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ビ ハ ー ラ 本 願 寺 の 業 務 執 行 現 況 に つ い て は 、 三 カ 月 毎 に 総

局 宛 定 期 報 告 が な さ れ て お り ま す 。 今 後 と も 、 宗 門 に お け る ビ ハ ー ラ 活 動 の さ ら な る 充 実 と

発 展 の 取 り 組 み と し て 、 （ 一 般 財 団 法 人 ） 日 伸 会 ビ ハ ー ラ 医 療 福 祉 機 構 が 運 営 す る あ そ か ビ ハ

ー ラ 病 院 及 び （ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ） ビ ハ ー ラ 本 願 寺 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 該 答 申 に て 検 証 さ

れ た 結 果 を 踏 ま え 、 宗 門 に お け る ビ ハ ー ラ 活 動 を 推 進 し て ま い り た く 存 じ ま す 。  

 賦 課 基 準 の 見 直 し に つ き ま し て は 、 宗 門 総 合 振 興 計 画 に 基 づ き 、 平 成 三 十 年 に 宗 門 財 政 構

想 委 員 会 が 、 ま た 専 門 部 会 と し て 「 賦 課 制 度 に 関 す る 専 門 部 会 」 が 設 置 さ れ 、 賦 課 基 準 の 見 直

し に つ い て の 検 討 が 重 ね ら れ 、 該 委 員 会 よ り 四 度 に わ た り 答 申 が 示 さ れ て ま い り ま し た 。 総

局 で は 、 こ れ ら の 答 申 に 基 づ き 、 公 聴 会 等 の ご 意 見 を 踏 ま え 、 賦 課 基 準 の 見 直 し に つ い て 成 案

化 を 進 め て き た 次 第 で あ り ま す 。 本 定 期 宗 会 に お き ま し て は 、 宗 法 第 五 十 三 条 第 一 項 第 四 号

に 、 宗 会 の 職 務 権 限 と し て 重 要 事 項 に つ い て 意 見 を 具 申 す る と 規 定 さ れ る こ と を 踏 ま え 、 宗

規 第 五 十 五 条 第 二 項 に 基 づ き 、 そ の 総 局 案 に 対 す る 宗 会 議 員 の 皆 様 方 よ り の ご 意 見 を 取 り ま

と め て い た だ き た い と 存 じ ま す 。 詳 細 は 改 め て ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す の で 、 何 卒 よ ろ し

く お 願 い い た し ま す 。  

 北 境 内 地 事 業 に つ き ま し て は 、 そ の 基 礎 資 料 と す る た め 、 先 月 か ら 京 都 市 に よ る 埋 蔵 文 化

財 発 掘 調 査 （ 試 掘 ） を 実 施 し 、 今 月 十 四 日 に 終 了 い た し ま し た 。 本 試 掘 調 査 結 果 に つ い て は 、

四 月 頃 に は 提 出 さ れ る 予 定 で あ り ま す 。 そ の 後 、 北 境 内 地 事 業 に つ い て の 意 見 を 聴 取 す る こ

と を 目 的 に 、 （ 仮 称 ） 北 境 内 地 事 業 検 討 委 員 会 を 設 置 し 、 試 掘 調 査 報 告 を 踏 ま え た 事 業 の 方 向

性 に つ い て 、 ご 意 見 を 頂 戴 す る 予 定 で 進 め て ま い り た く 存 じ ま す 。 本 事 業 は 、 宗 門 財 政 構 想 委

員 会 及 び 北 境 内 地 事 業 方 針 等 策 定 委 員 会 か ら の 答 申 書 に 基 づ き 随 時 進 め て お り ま す 。 引 き 続

き 、 設 置 予 定 の 委 員 会 の 協 議 内 容 を 踏 ま え 、 慎 重 に 進 め て ま い り た く 存 じ ま す 。  

次 に 、 「 新 た に め ざ す 持 続 可 能 な 宗 務 組 織 を 構 築 す る た め の 具 体 策 」 で は 、 宗 務 組 織 機 構 改

革 推 進 本 部 の も と 関 係 部 署 や 地 方 宗 務 機 関 と 連 携 し 、 令 和 三 年 度 よ り 、 中 央 宗 務 機 関 の 業 務

精 査 、 段 階 的 な 人 員 縮 小 と 一 般 会 計 の 予 算 規 模 の 縮 小 、 総 合 的 人 事 施 策 等 を 実 施 い た し て ま

い り ま し た 。 特 に 宗 門 財 政 に つ き ま し て は 、 令 和 三 年 度 以 降 、 令 和 七 年 度 ま で に 、 総 額 八 億 五

千 万 円 の 減 額 を 目 指 し た 段 階 的 な 予 算 規 模 の 縮 小 、 具 体 的 に は 支 出 の 削 減 を 行 い 、 収 支 バ ラ

ン ス の 正 常 化 を 図 っ て ま い り ま し た 。 こ れ に よ り 明 年 度 は 、 令 和 二 年 度 予 算 総 額 か ら     

約 九 億 円 減 と な る 宗 派 一 般 会 計 予 算 を 編 成 い た し ま し た 。 ま た 、 第 五 十 四 回 常 務 委 員 会 に お

い て 議 決 い た だ き ま し た 、 宗 務 部 門 職 制 規 程 及 び 研 究 業 務 部 門 設 置 規 程 に 基 づ き 、 令 和 七 年

度 か ら の 新 制 度 施 行 に 向 け た 各 種 準 備 を 進 め て お り ま す 。 伝 道 本 部 内 の 各 室 所 部 の 再 配 置 は

す で に 完 了 し て お り 、 勧 学 寮 や 監 正 局 の 事 務 所 に つ い て も 、 伝 道 第 二 本 部 か ら 伝 道 第 三 本 部

へ の 再 配 置 が 完 了 い た し ま し た 。 併 せ て 、 Ｄ Ｘ の 推 進 に つ い て も 、 新 宗 務 機 関 統 一 会 計 シ ス テ

ム や 願 記 処 理 電 子 シ ス テ ム の 導 入 を 予 定 し て お り 、 今 後 も 各 シ ス テ ム を 構 築 し て い く 中 で 、
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Ｄ Ｘ の 推 進 を 強 力 に 進 め て ま い り た く 存 じ ま す 。 Ｄ Ｘ の 推 進 及 び 先 の 北 境 内 地 事 業 は 宗 門 総

合 振 興 計 画 の 推 進 事 項 で あ り ま す が 、 該 計 画 終 結 後 も 特 に 進 め て い く 必 要 性 が あ る こ と か ら 、

明 年 度 か ら は 特 別 会 計 を 設 定 し 、 推 進 を 図 っ て ま い り た く 存 じ ま す 。 か か る 議 案 に つ い て は 、

本 定 期 宗 会 に お い て ご 提 案 さ せ て い た だ き ま す の で 、 何 卒 ご 審 議 の 程 よ ろ し く お 願 い 申 し あ

げ る 次 第 で あ り ま す 。  

以 上 、 明 年 度 の 重 要 宗 務 に つ き ま し て 縷 々 申 し あ げ ま し た 。  

結 び に あ た り 、 戦 後 八 十 年 を 迎 え た 今 日 、 日 本 に お け る 平 和 へ の 取 り 組 み は ま す ま す 重 要

に な っ て ま い り ま す 。 そ の 意 味 で 、 「 日 本 原 水 爆 被 害 者 団 体 協 議 会 」 が 昨 年 ノ ー ベ ル 平 和 賞 を

受 賞 さ れ ま し た こ と は 、 世 界 に 対 し て 、 日 本 に お け る 平 和 へ の 取 り 組 み が 認 め ら れ た 大 き な

転 機 と な っ た こ と で あ り ま し ょ う 。 こ の 度 の 受 賞 は 、 「 世 の な か 安 穏 な れ  仏 法 ひ ろ ま れ 」 と

願 わ れ た 宗 祖 親 鸞 聖 人 の お 言 葉 を 深 く 心 に 刻 み 、 「 自 他 共 に 心 豊 か に 生 き る こ と の で き る 社 会

の 実 現 」 を 目 指 す 浄 土 真 宗 本 願 寺 派 と し て も 祝 意 を 表 し た い と 思 い ま す 。 昨 年 八 月 九 日 、 長 崎

の 鈴 木 市 長 は 長 崎 平 和 宣 言 に お い て 「 一 人 ひ と り は 微 力 で あ っ て も 、 無 力 で は あ り ま せ ん 。 私

た ち 地 球 市 民 が 声 を 上 げ 、 力 を 合 わ せ れ ば 、 今 の 難 局 を 乗 り 越 え る こ と が で き る 。 国 境 や 宗

教 、 人 種 、 性 別 、 世 代 な ど の 違 い を 超 え て 知 恵 を 出 し 合 い 、 つ な が り 合 え ば 、 私 た ち は 思 い 描

く 未 来 を 実 現 す る こ と が で き る 」 と 発 信 さ れ ま し た 。 誰 も が 願 う 平 和 な 社 会 の 実 現 に 向 け 、 私

た ち 一 人 ひ と り に で き る こ と は 限 ら れ て い ま す が 、 力 を 合 わ せ 、 着 実 に 積 み 重 ね て い く こ と

で 、 大 き な 成 果 を 生 む 過 程 と 成 り 得 る こ と で あ り ま す 。 平 和 に 関 す る 論 点 整 理 に は 「 本 論 点 整

理 で 提 示 し た 、 平 和 構 築 の た め の 私 た ち 独 自 の 視 点 や 取 り 組 み な ど が 、 各 自 の 創 意 工 夫 の も

と 、 宗 門 内 で 具 体 的 な 実 践 と な っ て 展 開 さ れ 、 さ ら に は 平 和 を 希 求 す る さ ま ざ ま な 立 場 の 人

び と と 共 鳴 し 協 働 し て い く こ と で 、 現 実 に 悩 み 苦 し む 人 の 力 と な り 、 お 互 い 支 え 合 っ て 生 き

て い く こ と の で き る 社 会 、 未 来 に 悩 み 苦 し む 人 を 生 み 出 す こ と が な い 社 会 を 実 現 す る た め の

き っ か け に な る こ と を 、 切 に 願 っ て い ま す 」 と あ り ま す 。 と も に 平 和 に 向 け た 歩 み を 進 め て ま

い り た い と 存 じ ま す 。  

現 在 、 宗 門 に は さ ま ざ ま な 課 題 が あ り ま す 。 今 後 と も 、 一 つ ひ と つ の 宗 務 を 丁 寧 か つ 確 実 に

進 め て い く 中 で 、 そ の 解 決 を 図 っ て ま い り た い と 存 じ ま す 。 皆 様 に は 、 変 わ ら ぬ ご 教 導 、 ご 理

解 ご 協 力 を 切 に お 願 い 申 し あ げ ま し て 、 執 務 方 針 演 説 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 ご 清 聴 、 誠 に 有 り 難 う ご ざ い ま し た 。  
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